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指標植物てよる地力の判定に就て
農林技官

林業跋、驗場淺川支場 覃下 正夫 

ノ 指標植切(后示植物 檢打!槌物,ク <以^・乙へ

ノZと务气务以?幣久^?矛人クレ)の林業JlI く於げる意義
或、 る持長S植物/環境奥策つ ーつ代対・して特・ Iく敵惑て、、ある 

场ふ氏吾・々总.之を指棟植,物として利用することが出來る.環 

境蔑•荥の方ガヾ比軟的簡易Iく測定田采るものK於ては古くう、う 

その璟境要•素K对する指•標植物が'知られて居り,Kイツでは 

ヘリゲの以一次参 の校用心倡氏北参あ匕して坎一為笋n - 
吟はふ铲^う恥、 くつか、、記載されてゐた. *

又、新岛凝氏な、その着•日本朱汰植物帶調駆書・で、はじ、 めて 

新(用した.アコウ・クスカシ・クロマツ、ブナ・シラヾ、ハ 

ヒマッ辱の冬森林帶の代、表樹•裡はクロマツを除いて 成 日车、 
G気温氏対する指標植物と為へ◎’爭が、 虫來る.

この様な植枷の亜來現获をとうへて環境奧素七測天することなフ 

イN メ ーテん:、去必ク岳ー 2曲ル 小度"/ ・仃內亮氏棒Iく 
よると植物刊用環境測星・)と云ひそれK採用された埴物を 

フィトメーテル(7^參Zj ー〃)と云"ふ・

昏々林常技術・看・水取极、$、蘇林は他〇 土地里窪龍Iく比してス 

ケールカヾ入きく .(水産へほ及ばぬカヾ)然も立・地:』假件は甚だ殖 

雜してゐ瓦 会林内の一地庶爪於て立地麟忤の一要素例へば 

照度を測定しようとする場合.一つの并為列へ痛・柄帯用のっ 

オトメーターを侦って一回或なは數回の測定.をして七正し1ゝ 

植を博る拳位攻來ない. 柯故料れは林內ゆ一也点の眼康Jは水 

の間を洩れる光芒か'刻々勒くのぐ' 極めて祓雑な日夜化をもち. 

ス更K翠反化氏至って成上木の密宗(帝緑樹七忍乗する)拳 

節的菜重量の貝拒・の産氏よる樹冠の大きさの涙化写田よる军 

変止をもち尚又當日の裝置その也によって林內ダトC照度のパ



ーセゝ卜氏相違バ、ある從って林内の一地寫(7)照度一つを求めよ 

うとする場合氏も常時観測設麻を置き条間を通じて測定しな、 け 

れば正しい認藏を禅る串以出來ない.この様む’手数は現地Kあ 

爲林索技術看或かは短期間で調査対凿ろ経営笨編成看尋の剧厳 

芙行し雞い爭ぐある,

幸べして吝々”ヾI 乂、実とするのは精俺む皈字ではな、 くして正し 

い認、撤である,この様な耍請氏應ずるのK成 ど、うして力敬ケ 
生或ひはそ札以上の環携.の冰藤看・で、 ある盧,の植物群落の諷查•視. 

県K感いて判走を下すよりタトない.

Wれは絲果としてラフであるかもしれぬが• 正しい七の

と云ふことバ出来る. どんなE桁•寂のクI、数字で、七測史カ法力ヾ

間違クてゐては柯Kもならない。

2. —ん匕?(々ぬ乙セ^ R関する林咒の現狀

植物生態学が、実驗神ゆとして発足したのは比簌的近イ弋の二と 
でスイスとスエーデンとて/ザぶつ弄負り、ら谷々别々K発違を見 

て一晴ぼスイス學派とスエーデ、学旅とカヾその脉究方针乃至群 

落の嫌、類オ" 法で・對立,した公之はもとめと兩看不称览对•次とした 

•チロル高原とハイデ草原とで、 ほ样瘩の組成批違ってゐたいらで' 

ある。その後夷囲では<%心辱米画で、は必ゆ、 専バ盪出し 

た.特氏凌小"产护、古瓶の植物群落・看氷、調査・&吠利な章原をヾ 

裁として取扱ってゐなの&反して尤米の駭入な縣林を麻殆対跟 
ぐしな事ほ大きな' 怠義パある.辰七儿段兌1く関する着書立 

與驗角根掠eもとずいなむの日比軟的氏火い。前記必・Fk 

はのX肴わヾあるわヾその論據は主として調登税 

察尺基くものの様で、ある。併しそれせ会日鼓あぎとまったWの 
て 、 あり。撮境!の技なら、ず洌へは歹スCx 一刀・X勿〇^乙ノ 么I

と云った様な‘土地程歷の判是べ距灰んエゐる.又<Zふあハ 

旧・知92^^ナ汾z次ケイふ^^- <s\yも好着"で(之は河田杰•降士・か 

御所蔵;で、厝寛中である)この方口植物の分折結果代基いて土壊
•—双

の鉱物備・成、公の判定をよんとしてゐる.日本で、E竹构売氏G 

植物利用啜虎測足法(乙?フ頁)短な好きAンX、ブ 、ングがある、カヾ 

具広的な指標植物底就てはあまり記成してない廨カヾある。

忍ール匕8羣 氏聞する我回で、 G亦咒威果の発成さ札度 

ものは建だ火く, 2 ーほの后厌植物例へばッゲ、・グモノスシ 
ダ'尋ス報紋彩植物氏関するものの外:敵住6强い場合の巡以二 

8としてヒメスイバ・スギ、ナ、オホバコ客が、挙び、られて 

ゐる専教:へる程しカ、ない.そ;Kな丹は''諸・外回ベ於けるこの 

覆の琲龙を敕衍して利用することバよ來るり、と云ふ氏.•属ド 

一致する植:物は多・枚あるバ会<公一複であるものは椎:め(卜 
く之を以て類推す3こ•とせ套ぞ危險も、、ことと云はねほFなぬ‘

そこで咅々田自ら生態旳調森結果の集演と人工的殖腹下穴 

於ける実験门よる證左と&よって. 槌物群落めしくに偈〃の 

植物の我現しでゐる環境を源明すること代努め&ければ.间 

信を以て林棠上・氏應用することが出來ぬ.この掃な愈図の下 

K筆看成 一方で、故野外・調蠢を行堕 ス一力では圖瑪央涂爪 

よってこの問題髀决ロパスオニアー的・白買古以ってZ±君代志 

牛した.未田宾驗開始検橈い仁一木余を經逍し玄いん"靠 

なるー洌を示すニとしか必來な、 いか、 それで、 あ何等いと參•专ヘ 

なるいと恩ふので次Iく記述して置しことGする,

& アカマツの烫祈環境と植.生

アカマッ目ー眠氏スギ、ヒノ ・キ專区比して.小面積皆•,伐耳 

K爪る尺然更新・氷、双易な樹疫として知られ・てゐるが察し卞ら 

如何なる爻地をむ問はず、会じ' 様K更的すると云ふ・ぐはる、 い・ 

嵌近の芝本氏反協力看Kよる7K神法田よん鱼柱酸度技'験(昭 
和成〃牛春林摩会藉演)6姑果匚就て見るどアカマツti陀牡 

狼K比し强酸庚の埸合K生.長択ぶいと 言G、ことであり、炎 
來か均の巍祭的結抿とも一來して為る状、又聚有が'狼还すな 

福くべき一存更紡を行ひつ、ある端'王、振込乎村加旅氏.外の



所有山林も亦Ph = 4.5で、ある.又アカマツは更新上芥せえ土 

地水、有利であることは•アカマ 、ソカヾ殆んど/タ"%ベ近い率で、 
ミコリーが(紗 歹)を祇K形或、し’.也の多くの農系林もしくはスギ・

ヒ)キ辱りヾ兄分な上肖を遂げ、らオしぬ様な立,地・於いて•極め 

て旺盛に生育し得ることから椎測出來る.

このミコリーザが、果して宣科桓物の眼稱菌の様な機能を持 

つ七のう、ビりかは之あ 术だ突験中ぐ、明らかで、 はな:いい 小 くと 

七上壊申ゆ不可海住族分を可密Jくする撤食物眞を分液、するの 

ではないいと恩は札る.と北かくアカマツを感成:した亦地(； 

翌象ヒノキを募咬すると冥帝K艮始な生疚五术すごと加う. 
二ゆヾコリーザカヾ土京田艮い影醬をもたらすことは否め日U.

ス、アカマツの生氏及烫粉の段〇宼株環瘴匕して成 2〜 3の
アカマツの名産也かぢ槪ね跋箭豚件を推足出來る.

歓
垣甲均

即ち

温.

蜘皺
陣,K受

ノ.朝鮮江原道高成即<旧束大演看林附近)私 打〇
Amt 

ノ渺

Z,新・潟源比浦'原那 〃フ /■$・〇^.

S・福島縣白河附近 ルふ &以4 /*

夕:淺間山麓ー腾 ル8 ル96
之尊の洌・を通じて莒へる二とは、いつ、、れ隆廣旳尺近似して居 
り 、且つ概ねコナラカヾミヅナラK狡行する鬼泉環境卜氏ある’ 

但し朝鮮の例はコナラはあるか、ミヅ、十ラはなく.それ択茨号 

ベ、 きものとしてモ.ンゴリナラ<,de^Zを3a吵548 )がI ある” 

日本利島で、はWンコ、、リナラは此海道以北/くしカ、見ら担な、 いが・ 

本未むっと南下すべ、き牲寬のものの樣である,之は東比3也万 
わ、’ら蓮南の黒松內湿地带ム至る間グメウヒむしくはエゾマッ 

を谀く区城一带のナ也學的分布嗦因R」ゐめの匕筆看は斛釈し 

てある. •
次!く植.生的将徵を示すためI く N~3の極めて臾新狭好な、眞 

一夕----

洌を挙げ、 て見る.
会’/・江原滬蒿城鄙祈広更〜 湯間峠(蔑"^ー客^) 

間沈見(ノダタぐ年さ月)

上水,アカマツ<肺高直儀ノター 5 "天然生)被度&% 

下庄,モンゴリナラ、コナラ・ゲ、ンカイツ\ジ、、クロフ 

术ッ、ジ・ヒトツバノ、ギ氏」リ代表せBる.カヘデ、 
類,シナノキ類極めて桁である.

土携 花崗患の風化土層いうなり、C層IQ氓味孩く A 

眉簿 < 屢々B層を裸水する。

其他 F!iは地方民の水旧株肥として・為刈拂は旭る 
•'

銓 え.坊壬、鷹金子村及東京梆豉村,如瘢氏外敏氏汗肩のア 

カマッ 面•積皆代 天然更新林宗地・

上木.アカマツ(Nク象生・夭然更新:• D = /多死 H-
/タダ)

下生ヒノキ大城苗(/〜る界史,長さ散大N久z被戊 

ブク多を葱すこと有り,沮勾3つ〜衣づ% j
コナラ、レンゲッ、ヂ・ヤマツ、ン、・ガ、マスミ、 ヤ 

7‘カラジ ・ '

ヒメマブラン、ワメガ'サウ(標犯的である、) 
ムクムクチリメンコ'、ケ

, (被度タ"～/ク"％ )ママス ギ'ゴケ

土犧 A層は黑昧勝ちで、探/す豕,お層暗褐色2.如
C層は関東ロームである.P. 1.=心

其他 葉々林主と株策我、 約を持つ时近丧狙加、、ハ、錢代て駅 

箱章を堆肥林料として刈取る.

尚この地万の寐林經唇の方式はス〜3灰洪を一区 

画I] Kし区刨縁氏は主としてヒノキ(尚代スギ、 を混ず、 

るが)を一列・植,裁して有り•アカマツ於• タ军・



所有山怀も亦Ph = 45て、、ある.久アカマツは更麻r上瘠せた土 

地水、有利 であることは,アカマ、、ノド兜んど/”〃労门近い率で、 
ミコリーが(紗548初脚;形庆、し:也の多くの農慕林むし < は入ギ・ 

ヒ)キ雰りヾえ分な上肖を遂げ、ら狂ぬ様な立.地・於いて、極め 

て旺盗!く生育し得ろことから推測出來る.

このミコリーザが、果して直科植物の报野菌の株な機能を持 

つものがビうかは之あ术だ、 戾験中ぐ、 明らかではないわヾびくと 

七上壊申の不可海住薬分を可姦&する振&物質を分液'するの 

でほないかと恩は札る. とあいくアカマツを展^成?した亦地R 

翌朱ヒノキを暴戻すると異帝田艮与な’生長あ点すご:とかぢ. 
二Gミコリーザカヾ土亲ス艮。影讐を"らすこと舟否めな」、. 

スアカマ、ソの生氏反烫的の段い寇象環堤としては•2〜3の 

アカマツの名産地かぢ幟ね鼓范㈱件を推足出來る,即ち

鬣 & 
生平均倾破 

ノ,朝鮮江原道髙成即 < 旧束大演君林附近)私 &が〇 

Z,新・潟縣比瀟原新 •〃ク ・6

S• 福島豚白河附板 E &財

灰浅、間山麓一帯 心牌危

之尊の例•を通じて言へる二とは、いつ、財L縁廣旳尺近似して居 

り 、旦つ概ねコナラ参、ヾヅナラK移行する款彖環埔卞氏ある. 
但し朝鮮の例はコナラ’はあるがミッ、、十ラはな、 く.それ択茨る 

べき・のとしてセンコリナフいつ以^孑M之n> )か<"ある. 
日本列岛ではW >コ、、りナラは北海遺以北/くしか見られな、 いN 

本来むっと南下すべき蛀頁のものの様である.之は柬,比地万 
"ヽ‘ら道南の黑松內湿.地带ム至る間のダウヒ七しくはエゾマッ 

を砍く区域ー带の地•學的分布霎因K」ゐあのと筆看は解釈し 

てある. -
次&植生的将檄,を示すな渋I くJ？ ～3の橄めて臾新秩好な、兵 

—夕----

降成堂

ノ涉

"〇ユ
心?

ル9&

冽を拳庁、 て見る.
念’/•江原差蒿城別亲佰岱更へ 湯間峠(»窈E一る^) 

間沂見(ノダ8ぐ年ダ冃)

上水,アカマツ<胸高直盛ノタ〜3グ天然生)被度&% 

下庄(史ンゴリナラ、コナラ、ゲンカイツ、ジ、、クロフ 

ネッ、ジ•ヒトツバノ、ギ代より我表せぢる.カヘデ 

類,シナノキ赋極めて稀である.
土衆 花崗帯の風比土層いうなり、c層&氓味瑾く A 

層瓣く 屢々日屑を棵田する。

其他 ド止は地方民の水国緑肥としく気一為刈拂は租る
■

家 ス・埼・壬、滌念孑村及来京稲酸村,如蔽氏外氛氏沖備のア 

カマッ 面•臍皆代 天然更葡林宗地..

上木・アカマツ(スク年史•天然更新"D = /ん死 H = 
/夕・ )

下生ヒノキ夭娛宙(/〜る年生,長さ鼠大乂タ乃被度 

グクガを葱すこと后り•車勾、?ク〜ダグ％)

コナラ・レンゲッ、ヂ・ヤマツ、ヅ・ガ、マス・ ヤ 

ブカウジ ・ '
ヒメマブラン、ワメカ、、サ・ヴ(標兆的である) 

ムクムクチリメンコ、、ケ

(被度ダ"〜—％ )ママスギ'ゴケ
土壤 A層は黒味勝ちで漆/タ〜,お層暗洛•2亍房

C層や囲取ロームで、 ある.p. H・=心
其他 聚々林・と株草契、 約を持つ附近蔑狙加・、小錢代て亲 

笹草を堆肥材料として刈取る.

洵この地万の寐林經営の方式はス〜3反歩を一区 

蒯べし区剖縁氏は主:としてヒノキ<晦・ Kスギ、 を混ず、 

るがI)を一列［植.裁して肩り•アカマツが、 /夕繁生,



应氏なり被展アタ％ ( )となる頃氏は地床ー

面Kヒノキ椎樹•を発生する.楔期田至I)罗くは皆成 

さ札るび、•戌採彼一年Kしてヒノキ権樹・は惹く拈死 

する択、アカマツ稚苗は效敵!x疮生して之田昏る.前 

記株卓看や戒;採拔Nケ尋は每衷N回・採箪と云うよ 

り稚樹・の刘虫し孕入K從串する,S笔拨1\な、 れば丁 

廣床轡床を据置族置した如く全面氏旦リ立姓の余地I 

な、 く アカマツ成、立し上長生長も極めて敦い.かく 
して何んみ告も苟く次代の林ダ爪來る. •-

很って公地方の人建やアカマツの曲木を枝成して複 
えること專を夢想だ付少しない:又ヒノキ帯は松林 

がぢ根こぎKして來て畑ベ/〜ス呆爲成破れば足る. 

务,ヨ 就鴻縣比浦原郡川做村.板山風有林ペ至る村道沿汚・ 

見(ぢ・/. /ダ‘ダダ)
上水アカマツ"へ®年生族贋©眾

下"生 口ナラ リマウブ ママツ ゝジ ママヴノレシ

ナッノゝせ、、ホッゝジ・ノ'ナヒリノキ•オ、バスノキ、 

ウラジ、ロマワラ久 レンゲ、ツゝジ kウコ、'クヾッペ 

ツ、ジ、マブカヴジ、ツルアリド水シ・アカモノ. 

コマユミ,ヾス:、ナラ・キツ木マナギ・ノゝヒイヌッケ、' 

ヤマスギ、 コ、、ケ,ムクムクチリメンゴケ(稍・し) 

 を附しなものや出現度の离い七の 

土壌 PH 一ハ〜8
H.聊の遗林を主とす"し能强y独す.

A ・黑色ぐS£ )

B. 暗褐色泌〜"次

C, 赤裕色 /〜ペ”

基点花爾岩
其世 上記日ハ、祠ある為代保存されてゐなあの度、わヾ,之 

■•L・ g — 'ヽ・、 

を通歯ぎて平坦な、吕地へ・:ると,そこ・け/クク必田戊 
ふ、、開懇予定の為の大面積皆戒阱池ぐあるE 既K版 

生前我探されたものと題は札,ア刀マツせ全面預:氏 
臾新・し./セ当りぷ本(既K生立兄分なむの)べ役 

ぶ、 と云ふ景況で生反も悉く敏い。何のなめKアカマ 
ッを盛街して植裁す◎公、と云ひたくな、 る程で、ある.

尚参考の為跋性瑾きことを証明す〇 田足る植物群落としての 

証椽としては.隣接の板山國荷林バタ林斑内沃筋漱見のもの 

を掲る

上木 アカマツ(々0更生な' るも澤肪にユ本敬ッし)ノ\ンキ・ 
下生イ又ウメモド、年 ミス:、ゴケガヴ、ノ、ヒカゲノカヅラ 

土嫌 H・ミズ、ゴ、ケ道:床(二/林•以上A層k漸行す)
B.層•以卜术檢

このイヌウメモドキとヾス、、コ、、ケ氏よって採氷さオIる慰蹈 

は凌知縣の蒿師天但ケ原<P. H=3〜以)队瀨户束ス演、 

習林內の小沢湿地,K音通K見万迥る所である尚仝・地何;II 

あ、ノ、ンノ千と極めて近いサクラノヾノ、ンノキ(帽能氏氏 

よる)が戒生して居り将田2片の高い櫚沂では爆生とな 

クて居る所謂昼層湿原を生ずる環境で為る.

以上の三列を通览するとそ・こス幾つかの共通的・なものを感碑 

すること0ヾ出水る。アカマツの夭慰柬机'の艮始超與,冽が敦肩 

地・多く隣接・回有冰でよそ札程でもない(冽へぼ上記の葬三 
厕反名村田線合款驗地附近)ことわ、ら、下車の刘取心、な!) 

重嬰な'株件とな、って.ゐることはみとめられるバ群落の組成の 

上わ、ら見ると.
ノ・'ンゝジ科(あ々以沌)旧シやクナゲ科］ら^8LC/皿)の 

模煩数,もしくは混港廣次多いこと.

N. コナラ択下生の高い被彦を示・してゐること・
—-- ----



9 摞兆的な、下生としてヤマウルシ、リマウブ(朝鮮Kば 

ないパ)マブコヴジ・ムクムクテリメンゴケ、ママスギ、 

ゴケ專を挙ザ、ることバ出來加 この申リマウブはツツジ 

科の諸・種と略立地K對する要求が近似して為るのて、、 一括

して考へてもよい。
彳 シデ頗"カへデ、烦・複煩效としても量的Kわ極めて必 

いカゝ又は玦徐する

5.トチ•カッラ、ノ、りギ、リ・零を缺く小スは墮•的田極め 

て火口.
6 土環としてはH層反A層がー晦で、 しば、 しばB眉を裸泌 

する. ^ ^
2 上木の伐採Kよる地形の僅かの凹占うヾノ ノ、ナシマヴブ 

,スゲ嬢等を生ずる海炷後我邊秽とトダシノヾ•ナワシロイ
チゴ尊を生ずる乾性後退區移とを慈起する様な、粘土質(D 

土壕であること.

豪看はn、供の時いら植物力ヾ好きぐ車中植物を採集して歩いて 

為なので、、よく山田出掛て柯だいこ、はヤマルリサウの有りさ 

;細所ーだと感じ暂く行く程氏はんとうぐヤマノレリサウを兄,化す 

と云った休驗をするのである水、、先械も術発由營林署主催の術 

湯ブロックの植物反植生講習会K出掛けて和瘩在ぬけ前記弟3 

例の小祠ズ至って一同小憩しなバ・蒙有・ほなんと治、 く栈ったら 

金子村の様Kアカマツ水、ぞくそ、、 くと生へさう為' 沈だと慰っなの 

て、、［り云も、ッ、ジ科のものカヾ芽くて赤:土バ出てゐる様な姦い 

田感:じの流はアカマツの柬藉Tド艮いと説明して 必水、て腰を挙 

げ'て"、坂を登・つな各池KiKて見ると我乍らあまりの趙中択一驚' 

してせ舞っなのて、、ある.二の様なことは木度、科学的根嫁K乏し 

いので学廁とは云へ"もので・、ある米、•辟し乍ら或程辰群咨約 

我を分栋的代概察する二とKよって暮観胜を増すことが水來・、 

博智技術で'あっても比較的容易K傳習すQことお出來る楝べな
—g

ると思6、,一方' 更K 個々の植物の正地條胖\对• する適應
況,彖及生育可・能口轮囲客をはっきI)させるだ'ナの宾験を進めて 

ゐのので.その一冽を次6述べあ

タ 雜車G生角狀況Kよる苗涸地力の判定

椎桌と云&含莱吋裔山植物N云5、のと同糠・甚な、•な言菜で 

足莪尊ほない.つまり厳民的顿稱• で、 あ◎,こ北はアxリカぐも 

会根ぢしく映画を見てゐなら新しく雇った素人の延丁 R ・幾さ 

んが、 お前は、玆!^2.ヒダゆの区別が、 田來る。、と蘭いてあた。 

福・し外R適当な'成語・以' 勿、 I、のて、、 取:散へず之を使,用する

笠原妥夷氏の網・•K&Kけ'.(虫 旬然/タ号,昭必革夕月)氏 

日本の一岐箍車は约ク弘種あって.その中農地雜車と 

見られな七の水田&ぐ料/フダ梗・畑地ダザ科マ 〇?/順で、 兩有共通 

は七のか、ノタ科タう種で、 あるのぐ、 会冰は&必種余と為ゐと云ふ 

爭で'あるのぐ、会宙畑の推車と云&ことカ、ら云へは、、扇地Q兌/裡を 

株ればよく.且上氏の嗣直'はえ柑うヽら比海道・K亘る七ので、ある 

払ら・水卅中郛と喉炭・す米忒ノ您ク種柜のものて・、白な:い»と椎底 
由來加而/耕転されな純圆面対晋通R生ずるあの点屡々志へ 

//種K苗・る.也尊成・道尋Kタく虫ずる寸のである•之專の耕 

地K某として虫としてをずる車と云6、ものば丁羨 鳥で云へば、・ 

スス、、メ(7)株な七の・て、、人間0)營み代より‘か、ら根よ无亦K虫育火 
束ぬ單であり•土廉中K酸性を多く |义、 妥とする種頹て、、ある,之 

尋のものゝ多く東'史莉帰紀植物で、 あることは戦府中一共土・セし 

て長く大陸万面てあつ友前・川ス大氏旅、支猥する汗である.

この様K画場K生:ずる雅章の植飆は眼ら权て居 !)燃方どこへ 

行っても大休仝じ、ものバ虫へてゐる,九洲や比)每甘で、あ将殊な 

めののス～ 3頂が、近似の複演と入れ力、息る位のあので大都分,盛 

公じWのかヾ占めてゐる 從って七し雜箪Iくよ©或程度土壌の牲 
噴・或M肥见の状讽Z)ヾ推定以來るな、 うは、こ札を寂易R晦劉するこ 

ーgーー



と妙版來宾粉K当るもの氏極めて展利核らうと善へて早速予 

涌実驗匹行っな結爪廿次い如 < で烫G木まは三ケ浙・の别苗画ぐ 

庆臉中である.そい幟耍を次I<應げ、T置く.

• ・ ヽ

a 确兌の勒機
或る程觀の双が、全面k繁茂すあ条Oヾあり.それは柯時か(D 

土奪㈱件K由來するので、ある爭13•権寮せ" らKるので、 あ右カヾ 
会日我々は之五解明すゐ愤料Kをしい土壌敬農K就いては 

ヒ乂ヒイバ玫は入や+が、愿氏史角する丸地に隊收バ徵い歩 I才 

古くカ、ら和けれて居る.ス获牧地尋で窒衆勿搾不足すると水 

本科植物が政"• してマメカ植物が增加すお事。ヾ知!ら札てゐる. 
又水田の雜草田栽、、 てはみぎの确究水、ある.この稼K圃場の 

雜車の種澳反生育狀態五襯蔡寸るこよって.或程度土嚥 

の牲質"、養分の多火尊を祭知することは不订能な・爭ではな、 い 

5 えろ袱如 もしもこの様白、単お'刊能ならば育苗爭駕の英 

稔Kなつ、、さわる疚術看"えとって極めて府落義であらうと专ヘ 

るのて、、そのー買料として次の如き試、映を行っな。

パ排究万法
普・遊の肥料試験と久撮K帙件の均一治園場・«/以の末框を 

設定して雰一戒&示す株な各試験区を教民、しな。試瞼田の土 

環は暮せな植壤土である.この冬試瞼g氏はスギ< スク教・ヒ 

ノキNつ本計タク本の床智歯を・植・付けて,晉通の尿啓沢と 

公樣の條件として 生じて來る推草氏流て適期ぐ除箪しその 
種頫别の本敵,生童宜 革大を測戻しな・詞査は芥^回は昭 

和スミ生/冃ノ,日泉N眞! Qフ冃N3日 芽3间は/O月/2日 

K行け水た.

一Z〇 —

半一表 試臉匿利施肥費

試臉区
施 肥 料“藉リ 一史氏湖的應

N Pn 〇5 & 〇 Cノ 〇 題後のPh
藏泡 肥せ r _ 一 — ろ、G
記 全 医 びク才 腿ッ 一"七 / ノ& 牙" 劣•ら

賛束不尺ビ ―- 〇J 0 ノ& / / J* 7‘ 〇
堂素厝愛ビ ら。 ーへ //-3 <3.テ
燐酸不足匹 よ 〇 一 /ゲ //S
爐駄倍査医 を 心 冷

_____________ _T

//&
川里禾足区 ば夕 &0 — //G 1

ろ/ i
加更借登ビ eo 〇?"

1 ,L, ■: 
//<? 次

后呪不民囲 30 日ク ノ号 一 
__  .___ /*

后厌梧変も 弘 /<? ろ・g

C・綜る約肥矯と推泉の史角

肥料分の豊畐な場合と肥料俗が卷しく不居する妨合切で仰 

同株K椎蜜の室肯狀態が、 冥るり、を切る爲K您瓶肥区と克公区 

とを比験し茂結果は旅二表の如くである.

—**// —

旅二液 魚施肥區と完全属の比較(史重量・必)
气..
i \匹
顶><

3 -r 回 第二 间 第三回!

気施・肥 え全 卷施肥 克会!爲術肥
兒笑！

メ ヒンノヾ q / ブガ ,无 
ノち "" 救’’’•

ニワ水コリ 66 Z〇?•一・ 必 / 7 〇 〇

ツメ クサ

カタバヾ
___ _____ ー ー..... ...1

&

0
・一ー.±_._

/
—S

チ

a

/

/々

〇 j

アカカタノヾミ / ノク ク 7

ドキンけ・ウ 〇 〇 /々 ク ノ9
• ク

カマツリグサ ク
....................................*J

ク,次 & * ー < ク
一---------- 1

—-U .



この表K流、て見ると結琅旅、あま!)明應ぐ、 対いものもある均ヾ撥 

括的K見て

i スベ' リヒュ ク 々8 1 ク 0
ィ又伊ラシ ［ら / 公 Q

スス:メ )カタピラ ク公 1
iタ二、ノ バ 了 • \
!クワ7サ 1

°
( ハナイノヾナ

L- 1
1 ［二

!シ ロ ザ 一ー
i カゼ'、 クサ;... 一

1 •
.‘

! ノ、ノ、コク、' サ ：_：：： ノ・・ 一
アキメヒシバ ぐ

!コ二aキサウ a :.a / &

コケオトギ、 リ . /
(ヒ乂ヂ、ヨオン i 6? 7

トキワノ'せ・ |
一 ・一

I ク
!ヒメムサショモギ\

•f
一 ____ i

! ザ、 ク0サヮ 〇? L ■ !
1. .......... . 一…

のえ全匮のオが蒿い百分単・を示;すもの

メヒシべ.

シキザヮ・

カヤツリ グサ・ スベ、 1) ヒマ ノ、ナイノヾナ・コ二

(絞) 嬢瓶肥区の万が髙 い百分率を示 す<〇の・
■

ワホコリ・ アカカ 夕/ヾミ ・トキ ンサヮ・イ又 か、ラシ.ツ

メ クサ'.力 タバヾ・ ヒメジ,ヨン, トキワノ、ゼ".

とる、る::の兩有を比軟して見ると見会匹で旺盛治、或宵を示す 

あのは.袖抵他の椎草の我表的切ものと考へられわ種顚であ 

り(カマッリグサはク・興ると恩ふ加)之て反して魚施肥回 

で葛!舉を示すものは.陪傍K多く見ら:Kる雜草で、ある.芝は

肥料三妥素及石灰の多ルと雑草の生育ネ三表

憂素区

了以 9回!9 ®ス回 ス回ノ ® /回

xヒシバ 盘 日 功
ニワホコり

ツメクサ 寂〇｝义
ガダノヾヾ 44
アカカクノヾヾ 以 夕

トキン廿ウ 々

小スカヤツリグ、サ

スベ、リヒュ

イ又カ、、ラシ

〇! 08
ミ、3

コニンキサウ 3奴

が-’クロサヴ a
ビメ仝カショモギ 弓

xキワノ、セ、

ヒメヂ、ヨオン

八/ゝコブ、サ
.-4.=

当烈の結果で、 あるとも寿へられるが、 同時・月この結果が正・雇・ 
得てゐる弟を裏耆するも‘のrある.

况・肥料三耍衆・反E厌ゆ身びと推卓の史育
ふ肥料・斐素の多多と推草の虫育狀態との側你を頹る為に忿 

卸の捆査給県辛谷要素绿田木え(X通璽"区•宿童区の娘氏程期 

して之・を分頗して取まとめな;しのが次掲常三表Cある’

i™j-------!l 4
！アキメヒシノヾ 

ノ、ナイバ、ナ

〇? i公

1

表示した轶与は

C / 危田置Kイ半って增加するもの 
—z?—

、、、匿m
a 、、别
類、・.、

后沃区 
ノ叫a闻&面

煽醵風



{2 施,用量A襟って戒!Zするめの

ず 克公 5、殽も多く 癒不足匹知W の
(夕・%会"ヾ敢七必く通爪足区共氏务いもの

栾帥を・昊氏する。卸の詞昼で&回共同一傾向を示したものは 
極めて小い代之は程類,6よる卒布的消反の為と為へら・礼ゐの 

で a回一致しなあの逝を椀松肥料分代対・して惑荧性:の强い 

複貌と寿へてそれらを摘紀すたば次の如くで、 ある.

堂素氏関して--------- メビシベ、•ノ、ナ・イノヾナは堑素人適堂(

木弑:瞼・於ける尧会にの術用量)の場・令K散.山钱く繁茂し、 

アカカタバミに乏と全く逆の関弥氏’ある.イ又か、 ラシ!^堅衆 
が'增而するな娥って威タし,コニシャサうは迎K精加する.

’爐酸・関して----------yヒシノヾ付湖皺適•堂の場合R散あ艮<

繁没する.アカカダバヾとトキンサウは之と金く並の関株K 

芻る.
加里!x Mし < 一!-------ソメクザは加里が、 多い程增難:1する.加

里K関して段の傾向を示した框物パ•殆ど' 短いのは•如里肥料" 

把、最も過用の害カヾ弘Iゝ爭と隠散のあな現象であらう工葱G、’
后厌匕関して----------后庆の増加k去［;减労すゐものとして,

ツメクサ・イ又か、' ラシが' あり后厌の適量の場合K钱く築浅す 

る七のとしてニワ水口 I)どノ、ナイバナを挙け・'、ること歩、国耒る.ろ

又d液K於て谷肥料••ビを通じ、 て/又は3の傾向を示して居 
る勿のは肥料K對すゐ耍ポ廣の商い梅顒であり、ススせ义の 

傾何を示してゐゐものは麻地く耐へる瘴類で'あると見る東〇ヾ 

出來る. 前眉の代表的なもの匕しては ノ、ナイノヾナ後看の代 
表的なものヒしてイヌがラシ.トキンサウ・アカカタバミ客 
/Jヾ、明って笄--"液の結衆を裹昔してゐる。

以北の絡県から锥尺的な’絡諭を31出すこと’は以來めカヾ、箱単 

尺よって或程戚土.環肥料亦のタMを判足する弟の可能柱はに 

維さKR<bのと為へる.
—/« —
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